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概要 

ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌシステムで測定したデータから各種ＯＤＦ解析する場合、 

  ＣＴＲソフトウエアに取り込めれば、従来の資産をそのまま利用出来るのでメリットが多い。 

  ＣＴＲソフトウエアの核となる ODFPoleFigure2ソフトウエアは、Ascデータを読み込むため、 

  ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌのデータを Asc変換する。データとしては、MTEXで公開しているデータを使う。 

  Mtex-1.1¥data¥philips¥ 

   

    Mtex-3.0¥data¥PoleFigureData¥ 

 

 

DataFormat 

NiR-700-111.txt 

 

 

横にα軸 

縦にβ軸（Ｓｃａｎした中心角度） 

 

 

 



XRDMLFormat 

 

 

 

 



データの流れ 

 

ソフトウエアの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥PANatoAsc.jarを起動 

 

 ODFPOlefigure2->ToolKit->PANatoAscをマウスクリック 

  

 

 

 



ＰＡＮａｔｏＡｓｃソフトウエア画面 

 

 入力ファイル(複数も可能)を選択 

 

変換開始  指数自動変換機能 物質指定  βスタート角度指定 

 

複数のファイル（ＴＸあるいはｘｒｄｍｌ）をＡＳＣデータに変換する。 

ＡＳＣデータのＩＮＤＥｘ部分にＭａｔｅｒｉａｌデータを使って指数の特定 

βスタート角度ＴＤ－＞ＲＤに変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｍｔｅｘ１．１データを変換 

  

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアで読み込み 

  

 

  

  

 

 



Ｍｔｅｘ３．０データを変換 

  

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアで読み込み 

   

  

   

 多分、β＝０は TD方向と想定されます。 

 



指数付けの確認 

  

 入力データには指数が登録されていないが２θ角度情報があるので、この情報から指数を想定します。 

 登録情報は 

  

  

 

 この情報から変換された ASCデータは 

 



ASCファイル 

  

 

 指数が登録されます。 


